
 

 

 

 

            

「コミュニティ・スクール」は「学校運営協議会を設置した学校」のことです。 

「学校運営協議会」をごく簡単に言うと、 

 

                                       です。 

地域によって状況は異なりますので、地域の声を反映し、地域にあった学校になるように学校と地域、

保護者が話し合い考えていきながら、「地域とともにある学校」をつくっていくというものが「コミュニ

ティ・スクール」の理念です。 
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平成１６年度に「学校運営協議会」が制度化されて以来、全国でその設置が進んでいます。 

松江市では今年度から一部の学校で導入し、３年間（令和２年度～４年度）かけて松江市内の全ての小・

中・義務教育学校に導入していきます。 

 

 

 

 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

津田古志原夢きぼう学園(四中校区) 

本庄水辺の学園(本庄中校区) 

海と朝日の美保関学園(美保関中校区) 

宍道みずうみ学園(宍道中校区) 

湖東かんなび学園(湖東中校区) 

しまね潮風学園(島根中校区) 

やくも意宇学園(八雲中校区) 

八束学園 

千鳥の杜学園(一中校区) 

鹿島ふれあい学園(鹿島中校区) 

玉湯学園 

嵩の杜学園(二中校区) 

まつえ天神川学園(三中校区) 

まつえ湖南学園(湖南中校区) 

湖北白鳥学園(湖北中校区) 

ほっとハート東出雲学園(東出雲中校区) 

 

 玉湯小・大谷小・玉湯中の３校が一つになり、 

 
「義務教育学校 玉湯学園」になります。 

 

「地域の中で学校教育や社会教育に対してかかわりがあり、知識や経験を持

った方たちが、学校経営に対して意見交換をすることができる機関」 



 

 

 

 

社会教育主事として地域に出かけたこの１年（通算３年）で、松江市の社会教育のすばらしさを再

認識いたしました。「教育」は「家庭」「学校」だけでなく、人生のすべての場面で存在します。最終

号では松江市で現在行われている「社会教育」のうち、私(渡辺)がかかわった「社会教育」を今一度

紹介していきたいと思います。（紹介したことだけでなく、「社会教育」はまだたくさんございます。） 

 

 

 

 

 

すばら 

しい！ 

新型コロナウイルスで今までとは違った１

年が終わろうとしています。このような状況

だからこそ、社会教育の大切さが改めてわか

りました。これからも社会教育の普及・推進

のためやる気満々でございます。今年度、お

世話になりました。ありがとうございました。 

コロナ禍のまま今年度が終わりますね。それぞ

れの立場でご苦労の多かったことと思います。

半面、これまでは考えなかった、考えようとも

しなかった方向から物事を考え、実現できたこ

ともありました。コロナ禍でのプラス面もしっ

かりふり返り、次につなげていきたいです。 

生涯学習・社会教育の中核 公民館 
 館長さんと職員さんが地域の「ひと・こ

と・もの」をよく知っておられて敬服しまし

た。だからこそ地域の実態及びニーズに合っ

た事業が展開されているのだと思いました。

今後も公民館と連携をとりながら、地域の教

育力向上に努めていきたいと思います。 

放課後等の居場所提供及び体験・交流活動 

児童クラブ・子ども教室 

 訪問や講座等でのお話しの中で「子どもが好

きだから」「子どもから元気をもらう」という感

想を多くいただき、スタッフの皆様の熱い想い

を感じました。「地域の宝」「未来の宝」である

子どもを見守り育んでいるという「自信」と「誇

り」をこれからも持ち続けていただきたいです。 

地域で学習の機会提供をしていただいている

松江てらこや 

本事業に取り組んでいただいている公民館

区の皆様には大変お世話になっております。参

加している児童・生徒、保護者からは感謝の声

が届いております。（アンケートや現場の声） 

学習の機会や場があることで、学習意欲や集中

力が高まっていくと思います。 

家庭教育支援である、親楽ファシリテーター

による「親楽プログラム」 

 地域ぐるみで子育て世代を応援・支援する

ための参加型プログラムである「親楽プログ

ラム」。まだ未体験の方もおられると思いま

す。各種サークルや自治会単位でのご要望に

も対応いたします。まずは一度体験をしてみ

てください。 

お問い合わせ先  

生涯学習課(渡辺) 
TEL  55-5656 
FAX  55-5543     
E-mail:s-kikaku@city.matsue.lg.jp  E-mail:shochuikkan@city.matsue.lg.jp 

お気軽にお電話ください！ 

学校教育課(平賀) 
TEL  55-5324 
FAX 55-5251      
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